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JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 3陣の記録 

政治・鉄道関係者交流 対象国：マレーシア 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、マレーシアより鉄道関

係者等 20名が 2018 年 9月 25 日～10 月 2 日の日程で来日しました。 

 一行は「政治・鉄道関係者交流」をテーマに、東京都、埼玉県、宮城県を訪問し、

日本理解講義やテーマ関連講義の聴講、鉄道関係施設等の視察や、関係者との意見交

換を行いました。また、一行は、ホームステイ及び関係者や地域の人々との交流会を

通じて、日本人や日本についての理解を深め、友情を育みました。帰国前の報告会で

は、各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行うこと、及び訪日経験

を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について、発表しました。 

 

【参加国・人数】マレーシア 20 名 

【訪問地】東京都、埼玉県、宮城県 

 

２．日程  

9月25日（火） 来日、【オリエンテーション】 

9月26日（水）【日本理解講義の聴講】 

講師：国土交通省 鉄道局 国際課国際事業推進室 主査 古橋 隆昭 氏 

【テーマ関連の視察・体験】鉄道博物館、新幹線「こまち」乗車 

東京都から宮城県へ移動 

9月27日（木）【テーマ関連の視察】JR東日本新幹線総合車両センター 

【テーマ関連講義の聴講】 

講師：国土交通省 東北運輸局 鉄道部次長 大水 直樹 氏 

9月28日（金）【文化体験】伝統工芸・こけし作り 於：秋保工芸の里 玩愚庵こけし屋、 

【テーマ関連の視察】株式会社日立ソリューションズ東日本  

【ホームステイ】於：宮城県加美町 

9月29日（土）【ホームステイ】 

9月30日（日）【ホームステイ】、【地域住民・関係者との歓送会】 

【文化体験】和太鼓、【ワークショップ（報告会準備）】 

【テーマ関連の体験】新幹線「こまち」乗車 

宮城県から東京都へ移動 

10月1日（月）【視察】国際機関 日本ASEANセンター、 

【最先端技術視察】警視庁 交通管制センター 

       【成果報告会】、【テーマ関連の体験】ゆりかもめ乗車 

10月2日（火） 帰国 
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３．プログラム記録写真  

 

  

9 月 26 日【日本理解講義の聴講】 9月26日【テーマ関連の視察】鉄道博物館 

  

9月27日【テーマ関連の視察】 

JR東日本新幹線総合車両センター 
9月27日【テーマ関連講義の聴講】 

 

9月28日【文化体験】伝統工芸・こけし作り 
9月28日【テーマ関連の視察】 

(株)日立ソリューションズ東日本 

 

9月29日【ホームステイ】加美町 9月30日【地域住民・関係者との歓送会】 



3 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ マレーシア鉄道関係者 

プログラム中に受けた講義は大変内容豊富で、普通の人が知らないこと、知らされない

ようなことを学ぶことができました。日本の交通や製造業について多くのことを学ぶこ

とができ充実した時間でした。日本の企業や工場ではタイミング良く、かつ実情に適し

た仕事のやり方をしていて、この方法は仕事の効率を向上させるためにマレーシアでも

取り入れることができると思います。ホストファミリーの皆さんはとてもフレンドリー

で礼儀正しく、一生忘れられない思い出を作ることができました。 

◆ マレーシア報道関係者 

講義によって多くの情報を得ることができました。特に日本の技術や新幹線など、今回

  

9 月 30 日 

【ワークショップ（報告会準備）】 
9 月 30 日【文化体験】和太鼓 

 

10 月 1 日【視察】 

国際機関 日本 ASEAN センター 

10 月 1 日【視察】 

警視庁 交通管制センター 

  

10 月 1 日【成果報告会】 



4 

のプログラムのテーマに関わる様々な事項について十分に理解することができました。

企業訪問では詳細な説明を受けることができ、理解を深めることができました。新幹線

の構成、部品、装置などについても多くを学ぶことができました。ホームステイは私た

ち訪日団にとって日本の文化や生活スタイルについて学ぶ良い機会となりました。国交

省の講義は私たちにとって貴重な情報を得ることできた大変すばらしい時間となりま

した。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ホストファミリー 

今回は日本語を話せる方がいたので、3 日間タブレットを使うことなく楽しく過ごしま 

した。料理、抹茶、着付け、陶芸、日本の餅定食、パークゴルフ、ショッピング等と忙 

しいスケジュールでしたが、マレーシアの方々は満足のようでした。私たちも娘のよう 

に接し、別れに涙しました。「ネクスト アゲイン（また会いましょう）」とお別れしま 

した。 

◆受入れ機関関係者 

帰国後既に、マレーシアの皆さんが、今回の鉄道関係の視察について多くを学び、たく 

さん SNS 発信をして頂いているようで、嬉しく思います。 

 

６．参加者の対外発信 

 
 

(仙台市)秋保工芸の里で、大小さまざま

なこけしにオリジナルの絵付けをしまし

た。日立ソリューションズ東日本では、

鉄道運営に導入された技術や機器につい

て講義がありました。 

JENESYS2018 来日 2 日目 

私の新幹線体験について 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表  

 

 

 

（政府関係者の発表） 

訪日経験を活かした計画は次の通りで

す。 

・FB、Eメール、インスタグラム、ツイッ

ター、新聞、広告等、SNS での発信を実

施します 

・国のジャーナル(新聞等)に投稿します 

・関係者に、公共交通機関の利便性、関

連教育を実施します 

・日本の行政についての研修を実施しま

す 

  

（メディア関係者等の発表） 

・所属先ニュースで、10月末日までに鉄

道の魅力を含め、訪日経験の WEB 記事

を掲載します 

・ホームページに、来日中の記事を掲載

します 

・マレーシアのテレビ番組（TVチャンネ

ル 3）にて、10月 11 日（木）8 時 PM に

日本事情を報道します 

 

 

 

 

 

 

 

（大学生等の発表） 

人的交流について 

・大学での文化祭、大学での日本デー等 

で日本とマレーシアの交流を推進 

します 

・プレゼンテーションについて、所属先

の学部、クラス、日本関連イベント等

で訪日経験を発表します 


